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 要  旨 
 
 本研究の目的は、身体の動きに関する情報を音に変換してフィードバックする
ことにより、運動学習の支援が可能であるかを探ることである。本論文では、実
際の運動学習の状況を簡単化した手先の左右の位置を音の高さに変換する環境下
において、模倣すべき手本の動きが音として与えられる場合と与えられない場合
の2つの場面を想定して実験を行った。 
 本研究では、支援の可能性を調べることに先立って、聴覚フィードバックによ
る運動の制御特性について調べた。具体的には、ターゲットとなる音を学習者の
運動に応じて変化する音で追従する目標追従課題を用いた。その結果、人間は最
低でも時間遅れ0.2秒程度で目標音に対して追従する能力があることが確認され
た。 
 模倣すべき手本が与えられる場面については、目標音が提示された後にそれと
同じ音を再現するように手先を左右に動かすというタスクを設定して聴覚フィー
ドバックの効果を検証した。この実験では視覚フィードバックとの比較も併せて
行った。この結果、聴覚フィードバック条件では視覚フィードバック条件に比べ
て手本の動きのタイミングを正確に再生できることが示唆された。 
 模倣すべき手本が与えられない場面については、運動後に提示される判定値を
頼りに理想的な運動を探るというタスクを設定して聴覚フィードバックの効果を
検証した。この実験では視覚フィードバックとフィードバックがない場合との比
較も併せて行った。この結果、聴覚フィードバック条件において判定値の向上が
見られたことから、聴覚フィードバックを頼りに理想的な運動を探ることが可能
であることが示唆された。 
 以上の結果から、支援の効果には個人差があるものの、聴覚フィードバックに
より、手本として与えられた音を再生する課題を通じて望ましい運動を習得でき
る可能性があることを示した。 
 今後の展望として、より複雑な運動課題の学習の支援をすることに可能性が広
がることが期待される。また、他のフィードバック方法との違いを明確にし、聴
覚フィードバックの生成方法の違いによる影響、例えば、音の帯域幅、音圧、音
色の違いや、複数の音を提示した場合、運動を計測するパラメータを変化させた
場合などの効果が検証されることにより、支援の効果がさらに高められることが
期待される。 
 
